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の

平
塚
は
‘
交
通
戦
争
の
最
前
線
で
す

同
国
道
一
号
線
や
も
開
門
ハ
イ
バ
ス
、
笛
道

百
二
十
九
号
線
、
隠
豆
ニ
十
四
日
号
線
な

ど
を
中
心
に
、
市
内
の
自
動
車
交
通
量

は
、
昼
間
の
十
ニ
時
間
闘
で
‘
ざ
っ
と
四

万
五
千
台
。

ζ
の
な
か
で
、
昨
年
一
年

間
に
八
百
七
十
八
件
の
交
通
事
故
が
発

位
、
死
者
一
一
一
十
一
、
謹
軽
傷
者
八
百
七

十
八
人
を
出
し
ま
し
た
。

ζ
の
う
ち
中

間
H

!

噂

よ
司
ド
明

、，r
引
h
M

ロH

7
，

・

醐

噌

'
t

ロH
間
同

み

築

内

各

ご
印
紙

i
r
i
r

学
生
以
下
の
ζ
ど
も
た
ち
の
犠
牲
は
死

者
五
‘
震
軽
傷
九
十
九
人
に
の
ぼ
り
ま

す
。
世
間
名
高
開
国
道
踏
寝
京
厚
木
簡
や
‘

厚
木
小
田
銀
関
の
新
国
道
の
先
成
を
目

前
に
し
て
、
市
内
の
焚
道
議
は
激
増
の

一
一
患
を
た
ど
る
見
込
み
で
あ
り
、
と
の

ま
〉
で
は
、
な
お
多
く
の
犠
牲
者
を
山
山

す
の
は
あ
き
ら
か
で
す
。

幹
線
道
路
に
信
号
機
を
つ
け
る
に
し

て
も
お
の
ず
か
ら
品
限
度
が
あ
り
、
横
断

歩
道
ぞ
渡
つ
で
も
な
お
事
故
が
起
き
る

の
だ
と
し
た
ら
‘
歩
行
者
を
車
道
H
L
出

さ
な
い
よ
う
に
す
る
し
か
な
い
v

す
で

に
、
幹
線
道
路
は
、
自
動
車
の
怠
流
を

持
つ
山
川
と
も
い
え
、
そ
と
を
泳
ぎ
渡
る

歩
行
者
の
危
倹
は
は
か
り
知
れ
な
い
の

で
す
。そ
の
対
策
と
し
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
‘
道
路
照
明
燈
の
制
閣
議
な
ど
、
安
全

施
設
の
整
織
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
が

さ
ら
札
、
通
学
路
壱
卓
心
に
h

横
断
歩

道
橋
の
連
設
に
迫
6
れ
、
今
年
度
大
編

な
矯
設
が
計
同
幽
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た

横
断
歩
道
橋
は
、
一
基
厨
百
万
同
円
か

ら
七
町
田
万
何
も
し
、
そ
の
態
設
は
‘
用

地
縫
保
の
凶
難
も
含
め
て
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
温
ま
ず
、
市
が
崇
欝
歩
道

橋
@
松
原
渉
道
橋
@
爵
土
克
歩
道
縁
者

国
道
バ
イ
パ
ス
に
完
成
し
た
の
に
続
い

て
、
今
年
度
、
燥
が
、
国
道
活
ニ
十
九

号
線
に
神
田
歩
道
橋
、
建
設
措
閣
が
国
道

〕
号
線
に
市
民
セ
ン
タ
i
歩
道
癒
を
完

成
し
ま
し
た
。
式
ち
に
年
度
。

ιは、

市
e
題
。
県
そ
れ
ぞ
れ
の
手
で
、
国
軍

百
二
十
九
号
線
に
大
野
渉
一
道
橋
(
大
野

小
前
〉
、
市
役
所
前
歩
道
橋
、
国
道
一

号
線
に
松
原
交
差
点
詐
道
機
(
須
馬
踏

切
入
り
口
)
、
海
岸
瑠
仲
線
に
花
木
歩

道
橋
、
祭
密
画
m
還
に
金
百
歩
道
橋
な
ど

が
着
工
す
る
予
定
て
日
歩
ヘ
市
内
の
歩

道
橋
は
合
計
十
一
義
に
達
す
る
見
込
み
で

す。

主主化祭の平思市厳守

市長演をおくられた
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さ
曹
の
九
湾
市
灘
会
定
両
刷
会
で
‘
沼
十
二
年
度
第
二
次
叩
閉
廷
予
議
が
山
設
費
・
言
語
障
瞥
見
特
株
学
級
校
舎
鶏
設
問
問
@
合
問
小
新
技
織
の
盛
ム
ム

成
立
し
ま
し
た
G
A
q
年
度
一
一
度
め
の
肉
づ
付
帯
正
霧
で
‘
叡
湾
費
に
麗
点
…
毅
地
費
e
金
福
中
遜
学
橋
新
品
臨
時
間
・
芦
之
ら
幼
稚
麗
骨
新
設
時
間
・
土
屋

を
お
き
も
智
正
一
額
は
門
的
会
計
に
}
一
一
億
三
千
八
百
万
円
‘
特
別
会
計
は
山
公
民
館
用
地
鼠
収
賓
・
徳
延
公
所
線
鋒
拙
世
話
芭
河
川
分
・
コ
ン
ポ
ス
ト
一
一
一

競
輪
を
中
心
に
七
穣
九
千
八
醤
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
o
と
の
結
巣
今
…
号
線
改
良
一
千

M
-
下
回
川
ほ
か
間
関
排
水
臨
む
改
修
出
子
東
浅
駒
大
島

年
度
一
般
会
計
の
予
算
績
は
一
一
十
羽
億
八
千
万
円
、
特
前
副
会
計
は
十
会
…
線
の
渋
閉
山
突
品
橋
工
事
時
間
・
八
畷
神
役
主
題
線
花
水
川
渠
橋
地
盤
議
資

計
で
六
十
六
出
国
二
千
忍
臼
方
向
に
逮
し
金
会
計
を
合
算
し
た
耐
抽
出
都
市
の
…
震
託
料
・
区
間
割
強
理
工
事
同
開
・
公
共
下
水
道
工
事
賓
a
湘
溺
海
岸
公
溺

予
算
規
制
閣
は
、
は
じ
め
て
百
億
円
の
大
台
に
乗
る
に
送
り
ま
し
た
わ
ん
可
…
ほ
か
六
百
出
盛
の
殺
傷
費
、
農
業
関
係
の
鰭
勧
金
・
広
報
無
線
増
設
費
な

筋
一
般
会
計
補
注
予
算
で
は
、
神
間
小
と
神
間
中
の
一
一
一
階
建
て
校
舎
建
…
ど
一
連
の
大
製
事
業
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

第 193号(第3寝室郵便物認可〉
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九
珂
同
時
芯
で
予
算
佑
し
た
、
お
も
な

政
策
的
経
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ポ
ケ
ッ
ト
地
帯
に

広
報
無
線
増
設

昭和42年11}ヲ15日

金
融
額
は
五
億
六
千
九
溜
六
万
円
と

な
っ
た
。
)
〈
稼
鯖
額
幾
特
別
会
計
V

マ
競
潟
踏
出
障
問
調
追
加
四
億
九
千
百
八

十
ニ
方
向
(
馬
券
売
り
ι序
増
加
に

と
も
な
う
も
の
〕
、
門
V
}
般
会
計
の

財
源
へ
八
平
六
十
九
万
湾
(
今
年
度

一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
一
金
総
額
は

一
一
億
一
千
二
百
九
十
五
万
円
と
な
っ

た
)
。
〈
食
肉
セ
ン

hFI特
別
会
計
V

竹

V
中
動
物
け
い
額
所
靖
畿
二
百
万
湾

門
由
民
生
部
関
係
一
日
マ
受
遜
安
全
施
設

繋
億
九
十
四
万
円
(
選
路
照
明
燈
穴

議
・
反
対
敏
之
墓
新
設
)
‘
マ
み
な

と
児
福
島
館
前
調
錦
費
一
一
一
十
二
万
円
ハ
管

理
物
讃
e
自
転
車
種
揚
新
設
〉
、
円
v

下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金

五
百
五
十
{
凸
ぷ
肉
、
マ
ご
み
焼
却
場

整
備
百
七
十
一
一
一
方
向
(
弁
戸
新
設
と

修
繕
)
、
円
v家
族
計
図
普
及
指
導
員

謝
礼
等
六
十
一
一
一
方
向
、
マ
結
様
予
防

そ
の
他
に
百
四
万
円
(
対
象
人
員
樽

加
に
よ
る
追
加
〉
。

語審11月28毘 壇賞公民館、

夕陽ケ丘母子寮

霊童 jj月29自・富士見公民館
諏訪町会館花水町内会館

繍時間 9時間分-16時ま

で。市役所や銀行に遣い

方のために。 膏少年相

家庭児童量

発明考案件寺霊的
税務と経営据談
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十
月
一
一
一
十
刊
日
は
、
議

一
つ
な
い
秋
踊
れ
で
、
市

一
庁
脅
か
ら
は
抜
け
る
よ
う

一
な
白
い
富
士
の
頂
が
議
昔

、t，J
3

b

p

一。

況
「
オ
古

川

品

目

、

重

鎮

の

戦

向
い
没
者
印
刷
鐙
祭
を
と
り
行
な

/
っ
張
、
い
つ
も
な
ら
年

郎

後

量

護

慰

安

の

た

め

に
の
催
し
を
す
る
と
こ
ろ
だ

ぺ
が
包
丁
度
吉
田
さ
ん
の
圏

一
葬
日
と
な
っ
た
の
で
、
紋

一
線
り
や
め
に
し
た
G

思
道
沿

旧
い
は
同
国
旗
が
軒
説
み
立
て

q

ー
ら
れ
、
吉
田
さ
ん
の
死
を

樺
む
市
民
の
心
憶
が
あ
ら

宮
古
わ
れ
て
い
た
。

ド
ロ
わ
た
く
し
た
ち
は
、
慰

¥
鐙
封
が
行
な
わ
れ
た
市
民

一
セ
ン
タ
ー
の

」
前
に
整
罰
則
し

て
、
大
織
の
い
品
開

自
邸
か
ら
納
期
務
壌
の
日
本
滋
道
館
に
向
飴
拘

わ
れ
る
開
閉
狗
を
市
民
と
と
も
に
お
気
滋
込
蜘

り
を
し
た
Q

戦
後
、
国
家
と
国
民
が
一
噌
持

番
抽
出
し
ん
で
い
る
と
き
に
盤
沼
と
な
ら
」
一

れ
て
、
呂
本
の
謹
む
べ
き
方
向
を
定
伊
丹

的
、
指
導
者
と
じ
て
の
資
割
問
を
楽
さ
れ
、

革
委
政
治
家
で
あ
っ
た
富
さ
ん

Mm

の
絃
に
対
し
て
、
ど
}
つ
ぞ
安
γ
り
か
に
お

d
w

限
り
く
だ
さ
い
と
、
わ
た
し
は
心
か
ら
ヂ

お

祈

り

を

し

た

。

車

3

×
 

警

の

秋

、

聴

覚

の

欲

、

妻

の

キ

秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
紋
な
♂
と
、
秋
は
ま
量
g

と

と

に

多

彩

な

季

節

で

あ

る

。

品

旅
も
秋
が
一
一
皆
い
い
よ
い
つ
だ
。
わ
た

4
を

く
じ
が
欧
米
に
泳
し
た
の
も
、
十
向
月
半

ば
か
ら
十
一
月
末
ま
で
で
、
快
溺
な
旅

だ
っ
た
ζ
と
が
、
五
年
縫
っ
た
今
で
も
な
つ
か
し
い

患
い
出
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、

旅
行
す
る
限
が
な
い
の
が
さ
び
し
い
。

読
書
記
紋
由
主
結
び
つ
け
た
り
は
、
秋
が
好
事
部
で

品
目
、
夜
長
で
続
審
ず
る
時
間
も
あ
る
た
め
か
も
知

れ
な
い
。
欽
だ
か
ら
と
い
っ
て
.
特
に
読
書
で
き
る

と
い
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
欽
だ
か
ら
抗
議
出
が

わ
い
た
り
余
計
鋭
的
た
り
す
る
こ
と
は
わ
た
く
し
に

は
な
い
よ
う
だ
。

い
ま
た
の
し
く
鋭
み
続
け
て
い
る
の
は
、
山
間
経

八
の
「
徳
川
家
康
」
で
あ
る

o
A
E肢
で
第
十
八
巻

ま
で
求
め
て
い
る
が
、
自
下
出
叫
ん
で
い
る
の
は
第
十

六
巻
、
(
昭
和
四
十
}
年
四
月
初
桜
本
〕
を
‘
寝
床

に
入
っ
て
か
ら
一
持
同
聞
く
ら
い
説
む
の
が
習
慣
に
な

っ
て
い
る
。

蜜
が
い
い
せ
い
か
、
裂
物
で
も
歯
む
た
え
の
あ
る

も
の
が
好
き
だ
。
一
年
の
う
ち
で
も
欽
は
、
ぶ
ど
う
、

綿
、
索
、
み
か
ん
も
り
ん
と
と
、
果
物
は
甘
く
て
、

盤
密
で
あ
る
か
ら
?
の
し
い
「
賀
菊
白
菊
そ
の
た
の

(第3喜重垂Bf更物認可〉沼和42年 11月158 (3) 

も
の
は
な
く
も
が
な
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
ラ
に
ち

菊
は
秋
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。
と
と
ろ
が
近
頃
は
、
花
に

も
季
節
感
が
な
く
な
っ
て
き
て
‘
年
中
、
菊
な
ど
絶

え
な
い
。
花
屋
の
諮
で
は
‘
菊
が
な
い
と
間
売
に
な

ら
な
い
と
い
う
。

美
術
の
秋
だ
け
に
、
実
術
援
は
ム
「
が
花
ざ
か
り
で

あ
る
ο
十
一
月
一
白
か
ら
β
震
が
は
じ
ま
っ
ず
δ

わ

た
く
し
は
、
ま
だ
滋
立
展
汚
け
し
か
観
て
い
な
い
。

鋭
待
状
を
い
た
だ
い
た
金
銭
の
鳥
海
青
犯
さ
ん
の

「
木
心
の
出
た
甜
階
部
」
や
、
代
宮
町
に
お
住
ま
い
の

広
嬬
栄
一
郎
(
会
員
推
挙
〕
宵
お
の
三
月
の
役
界
」
、

の
抽
象
画
、
か
つ
て
広
州
府
中
学
校
の
絵
の
先
伎
で
あ

っ
た
会
員
の
積
地
鼠
鼠
さ
ん
の
「
先
を
求
む
る
税
」

「
光
を
た
た
J

一
え
る
人
々
」
の
力
作
ぞ
観
る
機
会
を
得
た

の
は
串
い
で
あ
っ
た
。
文
佑
勲
事
受
寄
り
排
武
関
約

の
「
赤
富
士
」
は
、
豪
華
な
額
ぶ
ち
に
収
法
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
真
誌
に
燃
え
た
っ
た
富
士

は
、
実
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ο

十
一
月
一
一
一
日
は
文
伶
の
日
で
あ
る
。
わ
が
平
絞
市

弘、

文化センタ-

1日も早く完成し

で
も
、
文
信
祭
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
詩
時
、
茶

道
、
俳
句
、
知
歌
、
川
柳
の
会
、
絵
、
醤
、
花
、
写

真
な
ど
の
市
展
、
と
の
日
号
中
心
に
市
民
セ
ン
タ
ー

や
見
附
台
砕
育
館
そ
の
他
の
会
場
で
出
陣
さ
れ
て
い
る

が
、
今
年
は
第
十
五
回
め
を
む
か
え
た
の
だ
。

市
展
な
ど
の
会
均
の
た
め
に
も
、
今
年
か
ら
着
工

の
選
び
と
な
っ
た
文
信
セ
ン
骨
を
、
一
日
も
皐
く

完
成
し
て
‘
市
民
の
期
待
に
と
た
充
た
い
と
思
っ
て

い
る
。(
昭
和
四
一
了
一
一
二
一
〕

市

長

加

欝

鉛
尽
に
市
議
会
額
融
町
会

市
議
会
部
時
会
は
、
十
六
日
午
前
九
時
に
関

鰭
さ
れ
、
ム
寸
函
は
開
国
力
条
容
の
適
用
、
厨
定
資

産
評
樋
鼠
闘
の
選
佳
、
臨
有
財
庵
の
払
い
下
げ
、

四
十
一
一
年
度
国
保
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

問
平
塚
市
議
興
土
地
区
間
闘
整
袈
特
別
会
計
補
正

予
算
を
よ
語
。
く
わ
し
く
は
次
号
で
掲
載
。

太
郎

j美 1
3イヒミ
で 1

7知{

〈事?

?表く

く彰:

茸告は秋のシンポノレ 市内郵便扇誌に弱かれ

ている菊花展{まことしも好評。

一
等
に

議
離
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
意
ま
る

掛る<:iEしい遊撃己宣伝ポスター…
3等入選作品

しらいけいこさん



民
生
一
部
衛
生
衰
は
も
七
月
か
ら
八
百
に
か
け
て
延
べ
一
一
一
寸
一
日
間
、
五
寸
八
会
場
で
行
な
っ
た
市
民
結

核
健
康
診
拡
酬
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

ζ
の
健
康
診
断
は
‘
学
校
や
勤
め
先
で
定
期
検
診
を
受
げ
る
人

を
除
く
す
べ
て
の
市
民
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
主
婦
e
老
人
@
幼
児
の
ほ
か
‘
鶴
市
拍
や
箆
家
の
人
な
ど

四
万
五
千
一
一
一
宙
人
に
呼
び
か
付
て
行
な
い
ま
し
た
。

ζ
れ
に
対
し
て
受
診
者
は
五
平
十
九
人
(
受
診
率
一

一
%
〕
に
と
ど
ま
り
‘
昨
年
よ
り
八
百
犬
滅
。
受
診
車
も
一
一
@
四
%
減
少
す
る
と
い
う
結
巣
に
絡
わ
り
切

と
と
し
も
、
騒
い
受
診
車
の
援
を
破
る
に
割
高
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
診
し
た
人
を
年
告
別
に
み
る
と
、
五

才
宋
歳
児
五
寸
九
人
(
罰
則
年
比
十
六
人
矯
)
一
一
一
十
歳
前
八
百
九
十
四
人
(
二
百
六
十
四
人
一
波
〕
、
一
ニ
十
一

才
以
上
回
平
六
十
汽
入
(
五
百
六
十
二
人
減
)
と
な
り
、
幼
児
で
わ
ず
か
に
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、
高

年
令
層
の
不
参
加
が
目
だ
ち
ま
す
む
し
か
し
と
れ
も
、
在
宅
者
だ
け
の
数
学
で
‘
学
校
a
会
社
@
ヱ
場
な

ど
で
寝
間
検
討
酪
を
受
付
た
市
民
九
万
八
千
六
百
人
(
括
計
)
と
、
今
回
の
巡
回
検
診
参
加
者
五
千
十
九
人

を
合
揮
す
る
と
、
健
康
診
断
受
診
者
の
総
数
は
十
万
一
一
一
千
六
百
人
を
ζ
ぇ
、
市
民
全
体
の
受
診
事
は
七
一

e
七
%
に
及
び
、
健
康
診
断
不
奉
加
は
一
一
八
エ
ニ
%
約
四
万
人
と
な
り
ま
す
。
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#二〉

際
学
の
発
達
で
、
一
般
的
に
、

へ
の
恐
怖
は
う
す
ら
い
だ
と
は
い
え
、

市
内
の
絡
緩
患
者
は
一
千
六
胃

人
(
れ
卑
度
保
健
所
資
制
時
)
、

昭和42年 11月 15司

去秋
美予f
f堅実
斉動

毒静穏天時、水たまりなどを通行するとき

は必ず徐行し歩行者や他家に迷惑がか

ヵ、らないようにしましょう

曜豊水たまりをかまわずにスピードを出し

て停盤所で乗りもの待ちの歩行者や遂

行中の歩行者にド口をは担て気がつカ、

ないで平然と運転しているドライパー

を見かけますが、これは厳に慎しみま

しょう。

麹諜皇室

交通安全をテー?に潟出f'F.fZI
髄募集規格

カラーは八ソlJJ以 L

白車、は佐j'1切

圏締め切り

昭和4.3年 1月初日

捌応募先

横浜市中区日本大通1

神奈川県企i頭認査部



第 193号(第3種郵便物認可〉昭和 42年 11月 15日(5) 

少年広場で公開

T官庁舎前守、消火災者認定して泡状の消

火液ぢ実演する滋防隊員

毎分2，8朝Sの放水能力をもっ俗的穏防護[立、
みるみる威力を務擦

で‘

援
様
相
師
会
が
響
機

消
訪
日
出
荷
に
、
十
一
月
八
日
、
初
の
化
学

消
防
自
動
車
が
お
め
み
え
し
ま
し
た
c

ζ
の
且
属
新
鋭
の
化
学
消
防
自
動
車
は
も

『
火
災
保
険
号
』
と
命
名
さ
れ
、
今
後

あ
ら
ゆ
る
化
学
災
害
に
活
躍
す
る
で
し

ょ
う
。一九
火
災
保
倹
号
L

一
は
‘
ト
ヨ
タ
ド
C

一
0
0盤
、
最
高
山
山
力
車
ニ
十
馬
力
、

主
ポ
ン
プ
畏
高
圧
元
二
十
一
記
、
国
家

検
定
A
i
一
級
合
格
品
、
冷
却
装
開
由
、

排
水
装
置
も
動
力
伝
導
装
闘
闘
な
ど
最
新

式
の
各
種
装
開
闘
を
積
載
、
機
能
は
、
f

一

分
な
放
水
力
と
完
全
な
臨
ん
特
別
ほ
う
発
ほ

う
剤
調
合
滋
構
壱
備
え
、
泊
火
災
な
ど

化
学
災
害
に
、
強
力
な
治
訪
力
を
発
揮

で
き
る
も
の
で
ζ一
の
化
学
消
妨
自
動
車

は
も
わ
が
密
自
治
体
の
消
防
力
強
化
に

役
立
て
よ
う
と
冶
損
害
保
険
協
会
が
全

自
由
自
治
体
一
一
一
十
四
都
市
に
寄
贈
し
た
う

ち
の
}
山
口
で
、
最
新
鋭
の
消
防
装
鐙
を

積
載
し
た
も
の
で
す
。
購
入
筋
格
に
す

る
と
、
約
四
冨
万
円
。

消
防
本
部
で
は
、
『
火
災
保
険
号
一
一

に
よ
る
パ
レ
ー
ド
と
化
学
消
火
実
磁
を

行
な
い
、
パ
レ
ド
の
議
中
、
花
水
台

の
消
防
団
第
六
分
部
庁
舎
南
側
わ
花
木

青
少
年
広
場
に
設
営
さ
れ
た
語
径
八
メ

ト
ル
の
穴
に
油
を
そ
}
つ
入
点
火
、
消

火
威
力
を
市
民
に
公
開
し
ま
し
た
ο

ヰE水青少年広場iこ設けられた直径8臨の重量f自の穴[ζ点火化
学消防信動車{立、いっせい潟火

i露2丹青罷



(6) 第 193号昭和42年 11'月1513 

醐
醐
康
民
総
合
体
章
式
会
官
、
準
優
醐
間

-
"
第
十
八
関
東
員

…
総
合
体
芳
文
会
川

-
e
:
一
総
合
体
背
大
会

は
十
月
八
日
藤
沢
総
合
グ
ラ
ン
ド
を

中
山
に
県
下
郡
市
か
ら
各
種
包
の
精

鋭
が
多
加
、
十
一
種
毘
に
熱
戦
を
展

開
問
、
本
市
は
全
種
扇
に
出
場
し
、
車

鑓
勝
を
獲
得
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
田
町
京
と
も
完
全
優
勝
、
男
子
は
一
一
一

年
連
続
の
優
勝
で
し
た
ι
ま
た
関
目

黒
下
ス
ポ
i
ツ
功
労
者
の
表
彰
式
で

選
手
権
大
会
(
毎
日
曜
自
)

感
寝
世
帯
放
を
な
く
そ
う

東
京
間
唱
力
は
‘
綴
電
、
漏
電
車
故
を

防
ぐ
た
め
、
緩
い
粧
を
道
路
か
岳
民
有
地

へ
穆
し
た
り
、
続
入
学
級
に
霞
認
知
機

期?

童
2向|理
2，073 

1，973 

1，875 

1，778 

1，6閉口
1，580 

1，483 

1，385 

1，285 

1，188 

1，090 

990 

893 

795 

?とも

顕著書館の館体黛し出し=

〈
個
体
紫
し
山
似
し
V
観
賞
公
民
館

@
震
士
見
公
民
銀
e
城
島
公
民
館

@
神
田
公
民
館
@
岡
崎
公
民
館
@

A

祖
国
公
民
館
@
港
公
民
的
問
。

各

P
T
Aの
母
線
文
庫
e
会
社
工

場
や
団
地
の
鋭
欝
グ
ル
ー
プ
@
自

動
車
文
博
宵
か
み
の
号
な
ど
。

868汚

829 

789 

750 

711 

672 

632 

593 

554 

514 

475 

436 

396 

357 

318 

市内の防犯灯は約4000基、疫の

まちを明るく照らしています。

でも、なかには、フドのしげみに

串えぎられて滅光、効果串滅の

ものも出ています。熊耳月効5震が
十分あがるよう、木の所有者{立、

牧場')奇心がけるtj:ど、ぜひ協

力してくだ串い。

5，688丹

5，444 

5，204 

4，960 

4，720 

4，476 

4，236 

3，992 

3，752 

3，508 

3，268 

3，024 

2，784 

2，540 

2，300 

1，422汚

1，361 

1，301 

1，240 

1，180 

1，119 

1，059 

998 

938 

877 

817 

756 

696 

635 

575 

宅

ょ

の

L
9
d
a
a
τ

四

b
a
υ

勾

4

0

0

0

d

n

u

唱

え

の

z
G
q
υ
4
品開。

1

1

1

1

1

1

 



第 193号

市陸部会段、交代診療提言j獲を申L合
わせています。策海道老境に

聾覇第 1.第 3日沼田は南側の底居者
露聾第2.第4尽理翌日は北側の援協
が、原買3として診療に応ずるととに
なっています。 ζれは、招和35年の
i湾会会員の申し合わせによるもので
すが、 f原郊であってつごうにより

夜盟主もある。臼曜はあくまで休診臼

であり、診療は緊急患者に限る』と

されています。以」このほか、市内の

事立怒病罫告は次のとおり

覇盟共器等;湾事苦………...(22烏1950)
欝中南国保関1Il1l...... (22潟∞15)

藤吉寄生会病続……・ (211司0520)
霊覇軍曹祭撃銃奇蹟……“ αl局0346)
霊童倉田病院………ー (21潟055])
機永瀬病院…......‘(2"2局0124)

愛共済金支払いと

引き受It掲始

経済部農産課では、本年義変共済

金の支払い額をまとめ、紹和43年産
王室の引き受けを賢治しました。

〈第3種郵便物認可〉

ととし喜善2居留の密主夫と病予防注射
と犬の登録受付を行ないます。

2留の注射を受げていない犬が対象
です。受犬手緩ご持参のうえ、もよ

りの会場内、。

量聾巡飽白穣・・咽

Jl月21日.10-12時二と沢潔協変額
n昌公民館、 13-15U寄金侵観音前
金巴公民館

11月22日.10-11時廊崎公民館。 10
~12時中原公民館 .12-13時城島

公民館 .13~15時富士見公民館

14-15時重量悶公民館
11月278・10-12時第 i消防分団
海鰐町会事務所什3-15持第5消
防分問海宝寺

11月28日'10-12持領軍聖公民館宿
水公民館'13-15持活水会館平
塚保健夜

11月初日 '10-12時神的公民館パ
綴公民館・ 13-15時 r8~耳之宮公民

館 長員室草公民館

監謹手数料@注射200丹、霊童録300Pヨ

12月から、この楠で、部月 Z人つザつ

韓濯な赤ちぐんを紹介していくこと

にしました。止の要簡で応募して〈

又ゴきし、。

〈応募方法〉 葛藤はb きに住所・父または

録の氏名、赤色ゃんの名まえ、親子の年

令、父または母の戦換を梅いてお出し〈

ださい 鱒あて先は平塚市浅町9番 3号

平繁市役所広報課赤ちゃん募集の係 劉

鋳汚鍋せんのうえ、 2人づっ掲離します。

[念頭部広毅霊祭]

を
登

o

〕

会

・

す

止

換

樹

廿

ま

中

交
収
い

o
z〈

の
の
な
す
雨

犬

犬

行

で

〈

に

用

も

要

時

鎮

め
不
封
必
間
同
広

た
に
殺
が
~
前

す
時
間
叫
ん
ゆ
続

く
閉
山
?
?
か
脊

な

0

時
間
印
呂
体

壱
す
犬
は
叩
均
台

犬
ま
狂
に
月
間
削

開
甘
さ
と
れ
日
慰

と
間
開
銀
乙
務
鐙

時民υ分ハ
υ。。
場
帥
吋

館
館
道
山
旧

民

民

武

も

公

公

合

と

水
褒
附
閣
制

活
領
時
四
会各

呂

田

日

a

mμ

匁

m
A

間同

月

時

間

μ

H

H

H

H

醐
醐

-11沼30闘から巡期一
つぎの日震で種績を行ない宮す。

該当のお子さんぞお近くの会場へ、

予防接種手憶をお忘れなく。

離主吉象i思・※第1耳耳昭和42年 i月 1
認から昭和42年8fl31日室長でに主主ま
れた子と、生後 11霊も穣穏を受りて
いない子。※第2耳目昭和36年4月 2
司から昭車J37年 4月!日までに住ま
れた子(来年度小学校入学予定都

慈轄霊皇室臼…

l1fl30日金目差是協 土麗小学校

]2月 1日 1芭公民館吉沢小学校
N 4日 中原公民館
ノノ 5目 減島公民館
Jツ 6日 金田公民館
ノノ 78 神悶公民館

" 8日 富士見公民館
グ 11自 i百四之官公民館
ノ" 12自 松原公民館
Jノ 13自八幡公民館
ノノ 14日 花水公民館
ノノ 15日 須賀公民館
ノノ 16目 見附合武道場
軍曹検綾田・

12月7白金百農協 土屋小学校

N 8自旭公民館宮沢小学校
ノノ 11日 中原公民館
ノノ 12日 域島公民館 担割高公民館
ノノ 13自 金回公民館 霊童日ヨ公民館
Jノ 14日 神田公民豊富

" 15日 富士見公民館
Jツ 18日 I呂田之宮公民館
ノ 19日 松原公民館
ρ 羽田 八幡公民館

一交代診療制でー
原理休訟の急患を車買うため、平塚

ijii51jj:i1;jjjjj!!jjj駅望講義:iHA3525出1312
iむiE13臨時岳部妥協塾謀議議ifHiZ計昨日説明?日ii
麗壇ら回押 し郎望に、会活へ地の霊ェ首都たかがか:…2 のり力家目り同てつマ日必 i込。主火詰 問を城日プ霧、ン毎 号泣

iiii152tii511jiiiifi諮問1T511そ延世申 232!??i時科
書信号炉42普賢登山山323312野市 iE5i重明言長支払刊室、零
時軒高討対吋語21在日長計三号5225る!な会員Aし喜孝三重量時実52?l;223
古車重量主 主ス宅護者霊;訪日奪三れ時雲校ぬ 豊島幸ih毒もだち会 訪れ事 謝花ち持日首口銭F
Z雲間基幹震時間三X護主E2金三日詰雪霊長選量42 て自信語会雪量号霊宅問書Zii3T護宅

-11J苦21呂志、ら巡濁ー

霊覇市内各商J寄衡感頭で

11/22-24臼・菜子まつり/すしまつり/そばま

つり

襲襲J!，~村合体誉主宮と見開会広場
11/23813時・豚，子牛レース

11/22-238 カナリヤ展示会

11/22-24臼 a みつけ市/農水産物品評会/花き

ぬ評会/鶏卵ぷ評会/槌木市/盆裁反/県下青少

年創てす工夫渓/七夕まつりと平塚の風景写真展

襲覇務主主センターホーJレ

11/23日・ 3芸能コンクーノレ/勤労感謝のつどい/

文化放送公開録(')-'ゲノレ天才秀才，江戸君主猪

八，技イ申治，校;，fミ三Lなどが出i:ti{.'入場無料)

El 盟昌I思

一
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時
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搬
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十
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時
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十
七
議
審
査
‘
マ
十
一

二
十
二
日
九
時

5
+七
時
一
般
お

マ
間
二
十
三
日
九
時
i
十
七
時
一
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広
報
無
線
に
よ
る
放
送
施
設
が
、

市
内
各
所
に
叡
警
抗
、
毎
日
市
役

所
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
」
が
w
附
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
真
土
地
区
は
‘

現
庄
の
と
こ
ろ
ぜ
ん
ぜ
ん
聞
閣
と
え
ま

せ
ん
ο
お
そ
ら
く
、

ζ
の
地
域
は
、

放
法
む
ポ
ケ
ッ
ト
地
帯
に
な
っ
て
い

る
と
怒
い
ま
す
が
h

市
で
は
真
土
地

区
に
近
い
将
来
、
広
報
無
線
奴
送
路

設
を
付
設
す
る
計
画
を
お
持
ち
か
ど

う
か
お
た
ザ
ね
し
た
い
。

な
お
、
広
報
無
線
の
付
設
さ
れ
る

ま
で
、
ど
ん
な
対
策
壱
さ
れ
る
か
、

お
題
か
せ
く
だ
さ
い
。

議
土
・
鈴
木
第
(
由
時
策
)

平
塚
市
の
広
報
録
線
装

お
答
え
…

器
開
は
、
ひ
と
ま
守
当
初

部
闘
を
終
了
、
現
在
お
か
所
に
拡
声

器
ぞ
お
い
て
、
毎
日
間
出
時
の
定
時
放

迭
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
総
工
間
関
は

一
一
千
百
万
円
で
、
他
市
に
例
が
な
く

推
定
で
市
民
の
羽
%
が
鴎
成
し
亡
い

る
と
い
る
評
錨
は
、
県
下
市
町
村
の
0
0
%
到
達
は
、
技
術
的
に
も
一
制
維

訪
日
出
を
あ
つ
め
Ju
い
ま
す
。
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
新
組
を

し
か
し
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
ポ
ケ
活
用
し
た
り
、
広
報
紙
を
出
し
た
り

ツ
ト
地
時
が
な
お
各
所
に
あ
り
、
今
有
線
叙
送
に
原
稿
を
よ
叫
し
た
り
し
て

後
年
度
を
追
っ
て
鳩
殺
を
行
な
い
、
い
る
わ
け
で
、
す
べ
て
の
お
宅
に
、

つ
と
め
て
践
と
え
な
い
地
帯
を
な
く
な
ん
ら
か
の
方
法
で
お
知
ら
せ
が
と

し
た
い
と
噂
え
ま
す
が
、
材
料
告
の
)
ど
け
ば
よ
い
と
脅
え
ま
す
。
乙
の
た

4

。
ム
乞f
 
伶

ト

rpの広報無線善幸澄

って の

ケッ

昭和 42年 11月 15日

め
に
は
、
市
民
み
な
さ
ん
の
く
ち
づ

な
え
に
も
大
き
く
期
待
す
る
わ
け
で

知
ら
せ
た
い
、
知
り
た
い
と
い
弓
市

と
市
民
双

+F6加
事
務
が
弱
体
制
で
は

き
わ
め
て
大
切
な
意
障
を
も
っ
と
申

し
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一HA
土
地
町
内
に
対
し
て
は
、
広
報
紙

(
月
一
一
回
〕
、
耐
用
の
た
よ
り
(
同
月
一

回
〕
の
ほ
か
、
大
野
農
協
の
有
線
放

送
を
利
用
益
治
防
団
第
十
一
分
間
の

盗
暗
か
ら
広
報
無
線
の
放
送
を
決
し

て
い
ま
す
。
市
街
地
に
は
、
農
協
宥

線
放
送
が
な
く
‘
乙
の
た
め
‘
今
年

ホ街地 76，074.¥(19，487世帯)

大 野 32，374¥( 7，5鎚世智}

撃 証J 2，600人 587世智)

神 国 8，147人 1，88o{吐管)

減島1.995人、 401ll:t祭)

日常 時 1，790人 353世帯)

金 Hl 3，048人 715院卒者)

也 8，695人:2，07引監修)
土 沢 3.858人 7l0l1世智f

全 日 6，553人 1，3回世符)

42.10.1現在)

度
増
設
介
は
、
大
久
保
公
閣
と
花
水

母
子
援
に
と
り
つ
り
ま
す
υ
真
土
地

尽
に
港
返
す
る
掛
合
は
、
相
川
住
宅
公

社
後
内
沼
地
を
含
め
た
均
域
に
、
適

当
な
引
鋼
所
宇
み
つ
日
り
る
と
と
が
妥
当

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の

湖
、
予
防
波
お
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

と
く
に
広
報
車
を
幹
総
道
路
に
ま

わ
す
な
ど
、
お
知
ら
せ
に
つ
と
め
ま

す
。
と
不
便
江
点
は
葉
々
お
わ
び
い

た
し
ま
す
が
、
徐
々
に
体
制
の
前
期
備

に
つ
と
め
て
ま
い
ま
す
の
で
も
と
了

液
く
だ
さ
い
。
門
広
報
繰
〕

各源曜翼竜自が乗馬もろとも河中に
おっこった ζとから「馬入り
)IIJと書暑さζれをパニウ)11と呼
ぶようになったという伝説がむ
かしからいわれているがあてに

しはパニウは日立にうj
の転イむとみているo ζのJIIのほ
とりに中投末期のζろ 3寺践が
出現した。真言語その認福寺と譲
治帯、真宗の冥摺寺がそれであ
るO 乙れらの専はヌJE18年徳)11
家康が江戸械にはいってから海
道の難所本目線)1併に旅人のため
の布施屡〈ふせや〉として告書侶
たちが建てたものと思われる。
その建物は仮設的なものでひど
いものであったろう。そζで
「はにうの宿jなど語り合い、

それが fハニウjの地名となり
いつのまにか「パニウjにカ寸つ

ったものと考えられる。

il1li 蓮華 華著 書喜

パニウ〔馬入〕という地名は
寛永呂年(1631)の古記に「不自
押隠手hJとあるよしが招際街風
土言自に載っている。それより白
い記録にパニウという地名やパ
エウ)11の)11名がみえていないζ
とはζの地名1Jl百さほど古いもの
でないととを物諮っているO

オランダの医家ケンベんが元
首奈4年

でよさはず正お「 い因障が合が協の鼻か iま発る しいだて !談

2訂正 h刊号32ぎ討罪令書員長君主討す露リと吉え奪
事芸書長ぷ警喜Lゐが妥ですが芸雪段差宣誓 i守主音疋ばの主主J十李号
発もしかさすを発揚あのも C お耳い陣どび il' 、ら、ま脅」らせどた
音はてら」る訂 1高台り累、まかにはが、の悪 芸書~-，まくのりそも E壁一一…

義付与子安 Eモ主J芋警喜宍主露三宮雲雲主 主竺三3主書長=iすJ薮翠の
つかす工のがてとさ。おさ‘器官なが点描輯舗臨 りば」壱』こがろ「 ら J静野 "'-
ての o "乙でや古，:;; ζ ま宮るあ緩援護務務察♂明町恥 しだをのもあ」ずこ 尊重研 ヰコ

菱重品宗主主主只言 主露長 E暴欝密警宝騒F E=足手穿当毛主 義霧警か

あごどずの 司つをるる でを塑懇ム轟轟轟艶晶嘉誠 のて 要に受 !と「与 し

守主主只警芝長轟是 E5E岳塑警監撃麓鶴 EE主皇室々芋ぎ会若長宗主長
いなし子にー語』ごがもでほさわ ー『駒V 噛 』こともい怠器プししi、」までい一

~，たふ喜吉どあ間し党ら大なはいけな出いて首あの全をき1;ままに宮専たるとずい

雪 EK占宗吉雪孟ベ正宅モ去 α主主 k之三宝完喜祭ぷ緊宅議暴君?宅宅二三モ
e たき i位一ι神人げ雪査とす自ら と、あ 7話ちどが遇づ?:し ヂ常機 し勲まいい
内、を主ら経はま笥ば 0 で簡 を正て去らも£でいもな るが関 正物るうこ

B2警を豊玉=喜三笠雫ぞ 蓄よさ容が畠誤主主喜警 E雪五 22匡E高
号手ぞ話事ま去三22き愛豪 喜雲t雪522雰京呈を 震署警 告号事嘉

もる時雨か
なjと太平言自「後基暫主豆再潟東
下i布の事Jにみえている f東路
のはにふの小屋のいぶせきにふ
るさといかにとひしかるらんJ
の歌は ηおこうjの地名に諮示
を与えてくれるように思うがい
かがであろう。

名の)11ぞ渡れりjとあるように
江戸時代にはいってからはパニ
ウといい馬入の字があてられて
いた。

ではそれ以前はというと源実
認の「相続)11を舟にてわたり
でJ，こしろ糠光行の作と伝える
海還記「相模)11を渡り出れは懐
島に入るJ，こしろすべて1賠償)11
とのみ言っていたようだ。
箱入という地名は建久日年の
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